
2014.03.01

富
　
士

水
　
碑

遠
藤

長
次
郎

ｊ
躇
ｙ

’ ・
Ｅ・

一一一一

甲西バイパスと旧道の分岐点にある富士水碑

　　　　　　(場所：富士川町鰍沢1389)
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目
次
と
内
容
の
概
要

は
じ
め
に

２

富
士
水
碑
に
つ
い
て
　
　
富
士
川
水
運
事
業
　
　
富
士
水
碑
の

訓
読
に
つ
い
て
　
　
本
誌
の
内
容
　
　
富
士
川
・
急
流
の
状
況

急
流
を
利
用
し
た
観
光
と
遊
び
　
　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

二
富
士
水
碑
の
現
代
語
訳

６

　
碑
文
に
刻
ま
れ
た
漢
文
を
解
り
や
す
く
現
代
文
に
直
し
て
あ

る
。
文
章
の
区
切
り
の
ス
タ
ー
ト
は
漢
文
と
現
代
文
を
同
じ
位

置
か
ら
始
め
て
い
る
。
漢
字
の
配
置
は
碑
文
と
同
じ
と
し
た
。

文
字
の
解
読
し
難
い
字
は
「
富
士
水
碑
の
訓
読
」
参
考
し
て
頂

き
た
い
。

　
碑
の
本
文
は
縦
四
八
文
字
の
一
六
行
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、

本
文
も
こ
れ
と
同
じ
配
置
と
し
た
。
ｊ
ヽ
・
‐
ペ
ー
‥
ｊ
’
：
Ａ
～
０
・
注
１
～
２

・
①
～
⑩
は
９
～
‥
目
Ｐ
「
石
碑
の
文
字
及
び
注
釈
」
参
照
。

三
石
碑
の
文
字

９

　
富
士
水
碑
の
現
代
文
の
１
・
～
≒
・
Ａ
～
０
’
注
１
～
２
・
等

を
町
誌
こ
貧
料
と
石
碑
の
写
真
を
比
較
し
て
あ
る
。

回
注
釈①

～
⑩
は
現
代
語
訳
の
難
解
な
言
葉
を
解
説
し
て

五
水
路
改
修
工
事
に
関
す
る
考
察
。

J－

ノ｀ゝ

シ
ュ
ン
セ
ツ

貧
渫
“
Ｉ
Ｓ
１
１

工
事
に
関
す
る
私
の
考
え
を
述
べ
て

七
富
士
水
碑
の
訓
読

い
る
。

101113

１

-

い
る
。

漢
文
の
返
り
点
等
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
・
・
1
2

　
漢
文
の
返
り
点
・
レ
点
・
熟
語
の
使
い
方
に
っ
い
て
独
白
の

ル
ー
ル
を
用
い
た
、
こ
の
事
に
っ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
碑
文
の
一
行
を
一
点
鎖
線
の
中
の
二
行
に
収
め
た
。
訓
読
文

及
び
現
代
訳
は
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
【
６
】
で
収
め
た
。
文
章
の

区
切
り
の
関
係
で
半
分
の
サ
イ
ズ
の
字
で
行
の
上
ま
た
は
下
に

つ
い
て
い
る
所
が
あ
る
の
は
、
訳
文
が
途
中
で
解
り
に
く
く
な

る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

　
実
際
に
現
代
文
訳
と
訓
読
文
訳
の
両
方
を
比
較
す
れ
ば
よ
く

わ
か
る
。



ぶ

W〃

は
じ
め
に

富
士
水
碑
に
つ
い

　
富
士
川
の
浚
渫
工
事
は
、
徳
川
家
康
の
命
令
で
角
倉
了
以
が
手
掛

け
た
。
エ
事
は
慶
長
十
二
年
（
こ
ハ
ｏ
七
）
に
始
ま
り
、
慶
長
十
七
年

（
一
六
こ
こ
に
竣
工
し
た
で
あ
ろ
う
（
鰍
；
誌
）
と
言
は
れ
て
い
る
。

　
慶
長
十
九
年
（
こ
ハ
ニ
）
に
手
直
し
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
本
格
的
な

水
運
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
水
運
に
よ
っ
て
鰍
沢
の
町

は
大
正
末
期
（
一
九
二
き
ま
で
極
め
て
繁
栄
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
富
士
水
碑
に
は
、
「
現
地
の
人
々
は
水
運
を
可
能
に

し
て
く
れ
た
角
倉
了
以
に
末
代
ま
で
感
謝
し
な
さ
い
」
と
、
熱
く
語

り
か
け
て
寛
政
九
年
｛
一
七
九
き
に
建
立
し
た
。

　
昭
和
の
初
め
か
ら
国
道
五
二
号
線
の
改
良
工
事
に
よ
る
道
路
の
嵩

上
げ
で
路
面
が
高
く
な
り
、
水
運
盛
ん
な
頃
に
は
運
輸
会
社
の
敷
地

に
有
っ
た
石
碑
は
、
次
第
に
人
目
に
つ
か
な
く
な
っ
た
。
此
の
度
の

甲
西
バ
イ
パ
ス
の
完
成
と
と
も
に
多
く
の
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て

見
晴
ら
し
の
良
い
旧
道
と
バ
イ
パ
ス
の
分
岐
点
に
富
士
水
碑
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

富
士
川
水
運
事
業

　
富
士
川
水
運
に
関
し
て
は
「
鰍
沢
町
誌
」
〔
１
九
き
ｏ
ニ
ー
　
に

青
山
靖
氏
・
望
月
武
美
氏
の
執
筆
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
江
戸
時
代
に
甲
州
・
信
州
か
ら
上
納
さ
れ
た
年
貢
米
の
輸
送
に
活

躍
し
た
水
運
も
ヽ
明
治
に
入
っ
て
そ
の
性
格
を
一
変
し
た
、
藤
村
紫
朗

県
令
（
県
知
事
、
特
に
山
梨
県
の
治
水
事
業
を
推
進
し
た
人
ヽ
日
本
の
歴
史
ニ
ー
巻
中
央
公
論
社
）

と
国
の
指
導
に
よ
っ
て
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
「
富
士
川
運
輸
会
社
」

（
社
長
は
初
代
遠
藤
聴
知
・
ニ
代
遠
藤
隆
吉
・
三
代
遠
藤
三
郎
）
を
設
立
し
、
水
難

事
故
（
対
人
・
対
物
）
な
ど
の
保
険
制
度
も
充
実
し
て
営
業
し
た
。

　
東
海
道
線
の
開
通
に
伴
い
鰍
沢
か
ら
東
京
ま
で
一
日
で
行
け
る
こ

と
に
な
り
、
乗
船
客
も
増
加
し
て
明
治
二
四
（
Ｔ
八
九
一
万
二
五
手
頃

に
は
二
三
〇
〇
〇
人
／
年
に
も
達
し
た
、
舟
は
早
朝
三
時
と
午
前
の
二

回
鰍
沢
を
発
進
し
、
九
時
間
程
度
で
岩
淵
に
到
着
し
た
。
運
賃
は
早
　
　
２

朝
が
高
く
四
五
銭
、
午
前
は
三
〇
銭
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
三
五
年
（
一
九
？
一
）
七
月
に
中
央
線
は
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
’

で
甲
府
ま
で
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。

　
大
正
七
年
（
一
九
一
二
回
月
に
は
身
延
線
が
富
士
宮
か
ら
芝
川
ま
で

大
正
九
年
（
一
九
二
？
五
月
に
身
延
ま
で
開
業
し
た
。

　
こ
の
様
な
、
安
全
・
迅
速
・
低
コ
ス
ト
化
さ
れ
た
運
送
が
確
保
で

き
る
交
通
網
の
整
備
に
、
急
流
河
川
を
小
型
の
高
瀬
舟
を
使
い
、
し

か
も
人
力
で
出
水
時
に
は
通
行
止
め
に
な
る
不
安
定
な
運
送
業
は
も

は
や
対
抗
で
き
な
く
な
り
、
大
正
十
二
年
（
一
九
言
こ
二
月
に
「
富
士

運
輸
会
社
」
は
解
散
し
た
。

　
富
士
水
碑
は
、
当
時
富
士
川
運
輸
会
社
の
敷
地
に
有
り
、
社
長
の

遠
藤
三
郎
　
が
こ
の
土
地
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
平
成
二
二
手



ぶ

ス
２
ｏ
）
公
園
用
地
（
一
〇
７
）
と
し
て
町
が
買
い
上
げ
る
ま
で
遠
藤

家
で
所
有
し
て
い
た
。

富
士
水
碑
の
訓
読
に
つ
い
て

　
町
誌
に
は
石
碑
の
全
文
の
訓
読
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
ご
巴
マ

な
資
料
を
見
る
と
本
文
と
異
な
っ
た
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

が
あ
る
。
こ
れ
だ
と
石
碑
本
来
の
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
と
思
い
、
実

際
の
石
碑
の
字
を
確
か
め
た
。
（
９
Ｐ
）

　
碑
文
の
訓
読
を
娘
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
こ
れ
で
は
解

ら
な
い
、
難
し
い
こ
と
を
並
べ
て
も
仕
方
が
な
い
現
代
に
通
じ
る
文

章
に
に
し
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
に
傲
っ
て
石
碑
の
字
と

現
代
文
を
並
べ
て
石
碑
の
内
容
を
解
り
や
す
く
作
っ
て
み
た
。
（
６
Ｐ
）

ま
た
、
昨
年
解
読
し
た
訓
読
文
も
（
1
3
Ｐ
）
以
降
に
漢
文
・
訓
読
文
・

現
代
文
を
並
べ
た
。

本
誌
の
内
容

　
本
誌
の
内
容
は
鰍
沢
町
誌
・
富
士
川
舟
運
資
料
（
。
３
Ｓ
４
Ｑ
ｇ
￥
１
‘
Ｓ

Ｓ

へ
″
驀
で
富
士
水
碑
銘
（
ｅ
・
豊
造
一
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

富
士
川
・
急
流
の
状
況

　
富
士
水
碑
に
も
あ
る
よ
う
に
、
鰍
沢
か
ら
岩
淵
ま
で
は
急
流
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
舟
の
遭
難
事
故
も
多
数
発
生
し
た
。
こ
れ
等
の
遭

難
者
に
対
す
る
慰
霊
碑
は
、
天
神
が
瀧
・
釜
の
口
の
近
く
に
建
立
さ

れ
て
い
る
。

　
明
治
の
初
期
に
。
藤
村
県
令
に
同
行
し
た
富
士
川
運
輸
会
社
の
副

社
長
・
秋
山
源
兵
衛
が
遭
難
死
。
ま
た
、
日
露
戦
争
に
出
征
す
る
兵

士
が
、
出
水
の
た
め
川
止
め
に
な
っ
て
い
る
の
に
強
引
に
舟
を
出
さ

せ
て
遭
難
、
乗
舟
者
全
員
が
死
亡
す
る
。
な
ど
の
事
故
も
記
録
さ
れ

て
い
る
。

　
古
老
ハ
ー
九
一
八
年
生
）
が
、
幼
少
の
頃
富
士
川
下
り
を
し
た
時
は
「
難

所
は
舟
を
降
り
て
歩
い
た
」
と
語
っ
て
い
た
。
ま
た
、
昔
国
鉄
に
勤

務
し
た
電
気
技
師
（
∇
八
九
＝
一
一
年
き
が
、
実
際
川
を
下
っ
た
時
は
「
舟
は

数
嫂
で
船
団
を
組
み
、
難
所
を
通
過
す
る
度
に
先
頭
の
船
が
最
後
尾

に
な
り
・
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
舟
を
航
行
　
　
３

し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
急
流
の
た
め
通
船
困
難
な
個
所
を
昔
は
「
ア
ク
バ
」
と
呼
ん
で
い
’

だ
。
こ
の
ア
ク
バ
は
、
上
流
か
ら
＊
天
神
が
瀧
＊
屏
風
岩
＊
早
川
尻

＊
舟
取
石
＊
釜
の
ロ
こ
汗
州
森
・
獅
子
山
・
オ
ー
ボ
ー
鳥
・
糸
尻
・

尼
崎
、
な
ど
が
有
っ
た
。

＊
天
神
が
瀧

　
　
富
士
川
の
三
大
難
所
の
一
つ
で
三
船
着
場
（
Ｓ
Ｓ
’
Ｓ
Ｘ
‐
４
ｓ
ｌ
９
か

　
ら
出
発
し
て
最
初
に
遭
遇
す
る
難
所
で
、
文
化
一
三
年
（
ご
ご
ハ
）

　
に
は
大
規
模
な
改
修
工
事
を
し
た
。

皿-



屏
風
岩

　
富
士
川
と
早
川
の
合
流
地
点
で
、
大
き
な
屏
風
を
立
て
た
よ
う

な
岸
壁
に
富
士
川
の
水
流
が
直
角
に
当
り
急
流
を
作
っ
て
い
る
難

所
で
。
こ
の
近
く
に
は
早
川
尻
な
ど
の
急
流
も
あ
る
。

舟
取
石

　
そ
の
昔
。
南
部
に
無
縁
法
界
の
石
塔
、
間
近
に
舟
取
石
と
言
う

大
岩
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
毎
年
一
〇
名
以
上
の
遭
難
者
が
発
生
し

た
。
出
水
時
は
川
幅
が
広
く
な
り
、
舟
は
陸
近
く
を
週
る
の
で
問

題
な
い
。
過
ち
は
多
く
平
水
時
に
あ
り
、
船
頭
が
竿
さ
ば
き
を
誤

っ
て
遭
難
し
た
。
し
か
し
、
天
の
恵
み
で
あ
ろ
う
か
？
突
然
川
の

瀬
が
変
わ
り
舟
取
石
は
危
険
で
な
く
な
っ
た
。

ｙ
谷
の
口
よ
り
下
流

　
　
富
士
川
最
大
の
急
流
地
区
。
富
士
山
が
噴
火
し
た
時
の
溶
岩
が

　
谷
の
口
か
ら
駿
河
湾
に
か
け
て
川
筋
の
各
所
に
現
れ
て
急
渡
部
を

　
作
っ
て
い
る
。
こ
の
地
区
は
日
本
軽
金
属
が
身
延
で
常
時
三
〇
Ｔ
／
″

　
（
最
大
火
六
Ｔ
／
秒
）
取
水
し
て
発
電
し
て
い
る
の
で
上
流
部
よ
り
水

量
は
少
な
い
が
流
域
に
降
雨
が
あ
る
と
谷
の
口
の
下
流
か
ら
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る
ほ
ど
前
谷
の
瀬
・
谷
口
の
瀬
は
急
流
で
あ
る
。

現
在
、
前
谷
の
瀬
、
以
下
に
つ
い
て
は
、
谷
口
の
瀬
・
デ
ビ
の
瀬

　
・
ボ
ッ
キ
ー
の
瀬
・
ド
ラ
ゴ
ン
の
瀬
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
の
瀬
・
サ

ギ
の
瀬
・
奈
落
の
瀬
・
デ
ビ
デ
ビ
の
瀬
・
ワ
ニ
の
瀬
等
の
名
称
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
名
称
が
一
五
〇
年
前
の
名
称
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。

急
流
を
利
用
Ｌ
だ
観
光
と
遊
び

　
才
釜
の
口
（
銚
子
の
口
）
よ
り
下
流

　
　
左
の
写
真
は
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
る
芝
川
駅
に
近

蓬
莱
橋
ま
で
四
や
。

を
二
時
間
か
け
て

下
る
。
途
中
の
瀞

い

富
士
宮
市
内
房
　
9
Z

c
N
‐
o
。
M
’
c
a
　
’
Q

新
内
尋
橋
か
ら

一一.j心r≡･r.－･･.'.・1.11‾.'‾･･‾‾'‾‾･"･･‾‾　　－‾‥

‾･ ・ ・－゛－-lf---a･＝･,･......･･･‥j・四

　　　　'‾‾｀=芦藍ａ．．．･ｓ．．．翌1・

　　　　■■　　･㎜･■■　　■■■㎜　　㎜㎜㎜㎜

Ｊ ･
－

で
遊
泳
・
岩
場
か
ら
の
飛
び
込
み
な
ど
を
楽
し
む
。

　
写
真
は
蓬
栗
橋
に
近
い
急
流
で
あ
る
。
新
内
房
橋
付
近
は
富
士

川
の
三
大
難
所
の
Ｉ
　
つ
で
釜
の
口
と
言
い
、
富
士
山
の
溶
岩
が
こ

こ
ま
で
達
し
て
川
を
塞
ぎ
急
流
を
作
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
発

電
用
の
取
水
口
よ
り
下
流
の
た
め
水
量
が
少
な
い
。

木
屏
風
岩
付
近
の
急
流

　
次
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、
身
延
町
飯
富
の
近
く
に
あ
る
富
士
川
屈

４



指
の
屏
風
岩
の
急
流
で
あ
る
。
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こ
こ
は
発
電
用
の
取
水
ロ
よ
り
上

kt4■

流
で
あ
る
か
ら
豊
富
な
水
量
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
’

　
「
富
士
川
倶
楽
部
」
（
身
延
町
宮
木
一
七
〇
五
）
は
屏
風
岩
の
急
流
を

利
用
し
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
屏
風
岩
に
水
が
当
た
る

所
は
、
瀞
に
な
っ
て
い
て
上
の
岩
場
か
ら
川
に
飛
び
込
ん
で
遊
ぶ

こ
と
も
で
き
る
、
す
ぐ
下
流
に
早
川
尻
の
急
流
個
所
が
続
き
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
十
分
楽
し
め
る
。

ヽ
天
神
が
瀧
の
急
流

　
　
天
神
が
瀧
は
鰍
沢
を
出
発
し
て
最
初
に
遭
遇
す
る
難
所
で
あ
る

　
此
の
難
所
を
高
瀬
舟
を
使
っ
て
舟
下
り
を
し
て
い
る
。
富
士
川
町

　
鹿
島
の
鹿
島
橋
か
ら
身
延
町
西
嶋
の
峡
南
橋
ま
で
三
、
五
≒
を
二

　
時
間
か
け
て
下
る
、
昔
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
元
峡
南
高
校
の
同
窓
生
数
名
で
富
士
川
舟
運
株
式
会
社
を
立
ち

上
げ
て
二
〇
一
二
年
か
ら
営
業
を
開
始
し
て
い
る

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
画
像
に
出
て
く
る
年
号
の
表
示
が
間
遠
っ
て
い
る
）

　
　
　
富
士
川
が
い
か
に
急
流
で
あ
る
か
、
ま
た
、
昔
・
関
係
者
が
い

　
　
か
に
苦
労
し
た
か
を
実
感
す
る
た
め
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　
の
佐
野
社
長
の
協
力
を
得
て
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
十
四
日
・
十

　
　
五
日
の
二
日
か
け
て
富
士
川
町
の
富
士
橋
か
ら
富
士
市
岩
淵
迄
の

　
　
約
七
十
≒
を
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
下
っ
た
。

　
　
　
幸
に
も
、
当
日
は
塩
ノ
沢
か
ら
下
流
の
水
量
も
多
く
富
士
川
の

　
　
難
所
が
各
所
に
現
れ
た
。

　
　
　
現
在
と
異
な
り
、
重
機
の
無
か
っ
た
時
代
に
。
洪
水
復
の
落
石

　
　
の
処
理
や
浅
瀬
に
関
す
る
水
深
の
確
保
ま
た
一
日
に
百
嫂
近
く
が

　
　
上
・
下
す
る
舟
の
交
通
整
理
な
ど
江
戸
・
明
治
時
代
の
関
係
者
の

　
　
苦
労
は
大
変
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　
　
日
本
第
一
の
断
層
帯
の
中
を
貫
流
し
て
い
る
こ
の
川
は
左
右
か

　
　
ら
不
安
定
な
急
斜
面
が
迫
り
、
自
然
の
ま
ま
の
河
川
は
斜
面
の
崩

　
　
落
が
日
常
的
に
起
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
た
。

＊
富
士
川
を
下
っ
て
感
じ
た
こ
と

　
一
　
川
の
各
所
に
巨
石
が
在
り
山
崩
れ
の
激
し
さ
物
語
っ
て
い
る
。

　
ニ
　
近
年
、
河
床
の
低
下
が
激
し
く
橋
脚
基
礎
が
各
所
で
露
出
い
る
。

　
三
　
芝
川
の
本
釜
の
急
流
部
の
中
央
に
あ
る
巨
石
は
数
十
年
前
右
岸

　
　
の
壁
が
崩
落
し
た
も
の
だ
と
地
元
の
人
は
言
っ
て
い
る
。

１
５



々

四
　
平
成
二
十
五
年
十
月
の
大
島
台
風
と
同
じ
日
に
蓬
栗
橋
付
近
で

　
は
、
左
岸
の
壁
が
大
規
模
な
崩
壊
を
し
て
今
で
も
そ
の
残
骸
が
水

　
上
に
現
れ
て
い
る
。

五
　
身
延
の
角
（
ヅ
ノ
）
打
ち
の
下
流
、
約
三
瓢
に
亘
っ
て
点
在
す
る

　
巨
石
は
、
長
い
間
に
ま
わ
り
の
山
が
崩
落
し
て
流
さ
れ
ず
に
こ
の

　
付
近
の
水
中
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

ふ

　
玄
之
（
十
ペ
ー
ジ
注
釈
）
が
慶
長
十
九
年
に
水
路
の
甕
塞
を
開
放
す

る
た
め
に
富
士
川
に
入
っ
た
の
も
大
規
模
な
土
砂
崩
壊
が
原
因
で

有
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。

＊
富
士
川
下
り
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
（
Ａ
）
ニ
ｏ
一
三
年
十
一
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
映
写
時
間
一
日
目
は
三
九
分
二
四
秒
）

　
九
時
四
一
分

　
十
時
○
一
分

　
十
時
○
六
分

　
十
時
三
四
分

　
十
時
四
五
分

　
十
時
五
五
分

　
十
時
五
九
分

十
一
時
三
四
分

十
一
時
五
七
分

十
二
時
三
七
分

富
士
橋
を
バ
ッ
ク
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
の
段
取
り

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ー
ト
・
川
下
り
開
始

清
水
端
の
水
位
観
測
所
、
萬
の
瀬
を
切
削
し
た
所

天
神
が
滝

川
の
中
に
、
山
か
ら
落
ち
た
転
石
が
見
え
る

川
の
右
岸
に
沿
っ
て
国
道
五
二
号
が
よ
く
見
え
る

月
見
橋
（
こ
の
付
近
で
最
初
に
鋼
橋
に
な
っ
た
橋
）

開
運
橋
が
見
え
る

概
言
橋
の
橋
脚
基
礎
周
辺
の
砂
利
が
無
く
な
っ
て
い
る

屏
風
岩
の
荒
瀬

十
二
時
四
七
分

十
三
時
Ｏ
Ｏ
分

十
三
時
三
八
分

十
９
時
○
一
分

十
籾
時
一
〇
分

十
日
時
一
二
分

十
日
時
一
五
分

十
日
時
ニ
Ｔ
分

～
　
三
〇
分

波
高
島
の
富
山
橋
が
よ
く
見
え
る

早
川
尻
の
荒
瀬
　
こ
の
付
近
は
洪
水
の
度
に
瀬
が
変
わ
る

塩
ノ
沢
の
堰
堤
（
日
軽
金
富
士
川
第
一
堰
堤
）

身
延
橋
・
身
延
駅
前
商
店
街
を
川
側
か
ら
見
る

角
打
の
和
田
開
発
揚
水
機
場
見
え
る

素
晴
ら
し
い
荒
瀬

巨
石
が
川
の
中
に
点
在
す
る

多
数
の
巨
石
が
川
原
に
あ
る

　
　
清
（
セ
イ
）
子
開
発
揚
水
機
場
が
見
え
る

＊
富
士
川
降
り
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
（
Ｂ
）
ニ
ｏ
Ｔ
二
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
映
写
時
間
二
日
目
は
三
八
分
○
八
秒
）

　
九
時
五
五
分

　
十
時
○
七
分

　
十
時
一
〇
分

　
十
時
一
七
分

　
十
時
五
一
分

十
一
時
○
九
分

十
一
時
一
三
分

十十十

一
時
一
四
分

一
時
三
一
分

一
時
三
五
分

第
二
日
目
　
寄
畑
か
ら
ス
タ
ー
ト

荒
瀬

冨
栄
橋
と
国
道
五
二
号
が
右
岸
に
見
え
る

大
き
な
転
石
が
川
の
中
に
あ
る

十
（
ト
オ
）
島
の
取
水
口
（
日
軽
金
富
士
川
第
二
堰
堤
）

左
右
を
岩
に
挟
ま
れ
た
荒
瀬
（
相
当
河
床
が
低
下
し
て
い
る
）

万
栄
橋
の
下
を
通
過

正
面
に
静
甲
工
業
（
砕
石
工
場
）
川
に
は
巨
石
が
多
数

富
士
川
が
大
き
く
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
南
南
西
の
先
端

大
き
な
石
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る

５－２



な

十
一
時
五
二
分

十
三
時
○
九
分

十
三
時
回
一
分

十
三
時
回
三
分

十
三
時
四
五
分

十
三
時
四
六
分

十
三
時
四
六
分

十
三
時
五
六
分

一
四
時
○
一
分

十
四
時
○
四
分

十
四
時
一
七
分

十
四
時
一
七
分

十
四
時
二
二
分

十
四
時
三
七
分

十
四
時
四
五
分

十
四
時
五
五
分

十
五
時
○
五
分

十
五
時
一
五
分

十
五
時
二
〇
分

稲
子
川
が
合
流

ナ
チ
ご
フ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
基
地
で
昼
食

午
後
の
ス
タ
ー
ト

銚
子
の
口
　
前
釜
、
内
層
稿
が
正
面
、
溶
岩
が
露
出

釜
の
口
を
通
過
、
通
過
時
間
は
三
十
秒
だ
が
富
士
川
第

一
の
難
所
そ
の
荒
瀬
の
様
子
を
ご
覧
あ
れ

釜
の
口
左
に
あ
る
岩
は
数
十
年
前
右
岸
か
ら
落
ち
た
も
の

熔
岩
が
壁
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る

素
晴
ら
し
い
荒
瀬

富
原
稿
が
見
え
て
く
る

柱
状
節
理
の
岩
が
落
下
し
て
い
る

蓬
栗
橋
が
見
え
て
く
る

左
岸
の
熔
岩
の
壁
が
二
〇
Ｔ
二
年
一
〇
月
一
五
日
大

島
台
風
時
に
崩
落
し
て
残
骸
が
水
中
に
残
っ
て
い
る

佐
野
社
長
が
富
士
宮
河
岸
に
っ
い
て
の
説
明
を
す
る

第
二
東
名
高
速
道
路
が
見
え
て
く
る

荒
瀬
　
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
を
か
わ
し
て

ワ
ニ
の
瀬
一
〇
月
一
五
日
の
台
風
で
瀬
の
状
態
が
変
化
し
た

東
名
高
速
道
路
の
稿
が
見
え
て
く
る

最
後
の
荒
瀬

富
士
川
に
架
か
っ
て
い
る
稿
の
説
明

一
番
手
前
が
旧
国
進
一
号
　
次
は
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

∴
新
幹
線
・
国
道
一
号
の
順

十
五
時
二
五
分

十
五
時
二
七
分

十
五
時
三
五
分

灯
龍
の
有
る
所
が
昔
の
河
岸
だ
っ
た

富
士
山
が
よ
く
見
え
る
富
士
川
は
四
ケ
郷
堰
（
シ
カ
ゴ
ウ
ゼ
々
）

お
疲
れ
様
で
し
た

5 -3
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一

2011.10.10

富
士
水
碑
現
代
語
訳

Ａ富フ

　士ジ

　水；

　碑ヒ

メ
イ
ナ
ラ
ビ
ニ
ジ
ョ

　
銘
　
奸
　
序

下
　
毛

　
　
ク
ロ
　
・
刀
ワ

野
　
黒
　
川

ヨ
シ

好

ヒ
ロ
祖

撰

－
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
・
・
－
－

富
士
水
有
三
源
其
一
出
於
信
州
駒
嶽
釜
無
水
是
也
其
二
出
於
甲
州
其
出
於
笹
子
嶺
笛
吹
水
是
也
其
出
於
金
峯
山
荒
水
是
也
合
属

際限ﾉ内〉幽
言
疹
ｒ
７

匹
百
八
」
右
に
に
八

｀ｉ

･1

９
’
二
ら
Ｉ
‘
。
’
ｔ
ｙ
ｌ
!
!
!

ｔ

Ｓ
。

ｃ
Ｓ
．
ｃ
Ｍ
ｉ
１
４
‐
Ｄ
４
ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

そ
し
て
残
り
の
二
つ
は
甲
州
の
笹
子
嶺
か
ら
出
る
笛
吹
川
と
金
峯
山
か
ら
出
る
荒
川
で
あ
る

１
・
－
・
－
・
－
・
―
・
－
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
ｆ
－
・
’
‐
－
－

富
士
水
至
駿
州
而
入
干
海
懸
騰
百
鯨
里
雷
呵
電
激
高
不
能
馨
丹
不
能
通
刳
木
以
末
未
有
舟
揖
何
則
出
高
山
而
下
昇
温
撮
巌
石
而

怒
水

勢
也

及

神
祖
之
覇
有
天
下
愁
勒
民
之
患
苦
韓
運
欲
通
舟
揖
以
弛
負
機
之
旁
募
巧
水
利
者
於
朝
野
吉
田
君
廉
募
而
上
言
日

‐
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
１
・
－
・
－
・
－
・
Ｉ
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
‐
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
１
・
－

水
之
有
舟
橋
猶
陸
之
有
車
馬
陸
無
不
可
車
馬
水
無
不
可
舟
橋
也
　
神
祖
可
其
言
慶
長
＋

神
祖
可
其
言
慶
長
十
二
年
命
君
属
川
衡
浚
富
士
水
君
至
難
之

－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
‐
―
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
―
・
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
―
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
・
ｒ
・
－
・
‐
・
・
‐
－

自
三
源
至
鰍
潭
黒
潭
青
柳
三
津
不
旁
而
通
自
三
津
至
駿
州
岩
淵
有
如
瀧
者
有
廣
而
浅
者
有
石
出
水
上
者
有
潜
而
伏
者
其
如
瀧
者

６



言
パ
ー
ｒ

－
・
‐
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
‐
・
－

馨
高
而
平
之
其
廣
而
浅
者
積
石
面
挾
之
其
石
出
水
上
者

－
‐
Ｉ
－
■
－
Ｉ
－
－
‐
Ｉ
－
－
－
－
－
■
－
■
‐
Ｉ
－
－
－
Ｉ
－
－
－
－
－
－
‐
－
‐
Ｉ
－
－
Ｉ

焼
爛
而
砕
之
其
潜
而
伏
者
作
径
尺
長
二
丈
錐
頭
杖
構
浮
檀
以
下
之
因
糖

－
－
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
－
―
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－
Ｉ
－
Ｉ
‐
－
－
－
－
■
－
－
－
－
‐
－
－
－
‐
－
－
－
‐
■
一

櫨
以
奉
之
必
砕
而
後
舎
之
不
厭
財
力
旁
費
之
多
少
是
以
功
成
而
舟
通
瀕
游
則
一
日
而

　下
　雖

　其Ｕ瀕

　泗
　者

　無

　過　－　－
　－　日

　四
　日

　也
　是
　以

　信

‐
－
－
－
－
Ｉ
‐
－
－
Ｉ
－
Ｉ
－
－
－
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
‐
－
－
Ｉ
－
Ｉ
．
－
Ｉ
－
Ｉ
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
Ｉ
‐
■
‐
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ

甲
飽
於
魚
雙
而
駿
土
足
於
材
木
五
種
百
物
副
焉
自
是
以
来
縁
河
之
民
仰
食
於
其
利
者
以
千
百
敷
不
特
人
物
馬
牛
省
旁
也
其
後
ハ

�
］

訓
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の
後
八
年
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－
－
Ｉ
Ｉ
・

年
川
復
皇
塞
跨
召
君
而
謀
之
時
君
有
疾
長
子
玄
之
代
父
廳
命
以
三
月
登
服
役
百
数
日
川
流
稽
積
欲
復
古
會
君
疾
病
玄
之
告
暇
而

一
一
‘
Ｉ
’
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！

て
二
1
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1
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’
r
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一
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『
Ｘ
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１
１
ｈ

１
Ｑ

不
ご
と
に
収
り
三
月
に
京
都
を
出
発
し
た

に
目
」
リ
リ
げ
に
Ｉ
－

丁
度
そ
の
侍
、
了
以
の
病
が
悪
化
し

た
と
知
ら
せ
を
受
け
玄
之
―
急
い
で

－
ｙ

－
■
‐
－
‐
Ｉ
‐
－
－
－
－
－
－
■
－
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－
Ｉ
－
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－
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■
‐
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－
－
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－
－
－
‐
－
－
－
‐
－
‐
－
－
－
－
■
‐
－
－
薯
－
－

省
之
至
則
前
二
日
既
已
易
贅
賞
慶
長
十
九
年
秋
七
月
十
二
日
也
行
年
六
十
有
一
君
諌
光
好
字
輿
七
後
嘘
了
以
姓

□

■
－
－
‐
－
－
－
－
－
－
■
‐
－
－
薯
－
－
１
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
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君
諌
光
好
字
輿
七
後
嘘
了
以
姓
源
城
州
嵯
峨
之
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゜
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［
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卜
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－
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－
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‐
－
－
Ｉ
－
－
　
　
Ｉ
－
－
馨
‐
－
－

人
也
系
出
於
　
宇
多
帝
吉
居
江
州
篤
佐
佐
木
荘
司
後
別
居
洛
東
吉
田
故
或
日
佐
佐
木
氏
或
日
吉
田
氏
京
師
四
隅
有
吉
倉
其
西
倉

７
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づ
Ｉ

ｙ
”
・
’

－
・
－
・
‐
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
‐
・
－
・
‐
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
－
・
－
・
‐
・
－
・
－
・
‐
・
１

日
隅
倉
君
五
吉
祖
徳
春
徒
居
其
地
故
又
日
隅
倉
氏
徳
春
子
宗
林
宗
林
子
宗
忠
咸
富
累
巨
萬
事
覇
主
足
利
氏
宗
忠
子
宗
桂
薙
髪
學

い

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ロ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｉ

醤
書
随
僧
良
策
彦
而
之
明
明
人
破
之
意
庵
鮪
而
業
益
進
娶
中
村
氏
生
君
君
長
而
有
仕
志
唯
不
欲
事
織
田
豊
臣
両
主
遂
謁
　
神
祖

々
・
’
て
曼
汗
。
良
茶
々
に
琢
つ
ｆ

り

ｒ
・
ｔ
』
－
－
ｓ
ｊ

４

１

円
に
’

S
;
‐
‐
｡
！
’
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r
［
1
7
z
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帰
国
し
て
医
業
は
ま
す
ま
す

に］

C9,･

１
‐
Ｋ

’
ｊ
Ｓ
ｒ

‐
大
堡
Ｉ
一
　
保
孝
０
）

君
は
成
人
し
て
主
君
に
仕
え
る
気
持
ち
は
あ
っ
た
が
、
た
だ
織

　
　
　
田
・
ｔ
ｇ
司
ま
若
に
は
仕
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た

い
ｗ
・
れ
の
工
斟
・
も
社
会
の
重
要
な
役
目カ

ク
蜻

書

奸

　
　
　
ケ
イ
ウ
ン

神
　
慶
　
雲

＠
Ｉ

篆
　
額

刻
　
宇

池
几
ザ
ー
・
上
＝
ひ
の
．に

‐
－
－
－
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‐
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－
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‐
ぽ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
－
－
‐

最
精
水
利
凡
君
所
疏
馨
畿
内
有
鴨
水
大
井
水
東
海
道
有
天
流
水
富
士
水
皆
無
不
属
萬
沓
之
利
也
後
言
水
利
者
祖
述
之
寛
政
九
年

－
－
‐
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
－
■
－
－
－
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而
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駿
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潭
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瀋
尨
了
以
下
此
河
瀕
疏
通
水
道
費
鮨
民
笑
石
勒
其
績
立
鰍
潭
津
迄
干
萬
年
永
念
其
神

東
　
武
　
藤
　
原
　
知



一

-

－＝ﾐ'－

石
碑
の
文
字

　
目
次
の
概
要
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鰍
沢
町
誌
及
び
富
士
川
舟
運
資
料

―
梨
県
の
漢
字
″
）
に
異
な
る
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
所
が
あ
る
、
こ
れ
ら

の
字
を
現
地
で
写
真
に
収
め
て
碑
に
使
わ
れ
て
い
る
文
字
を
確
か
め
た
。

石碑の宇の比較写真撮■Ｌた石碑の文字

碑の字 町誌 資料
－

‾i‾ 嶽 岳

峯 峯 峰

州 州 河
･，Ｃ ﾀ11 界 卑
゜Ｄ 勒iil 梨 黎
|‾Ｆ 錐 錘 錐
Ｇ 焉 属 焉
！Ｈ 百 百 可

流 流 龍

勒 勤 勒
‾Ｍ

号＊(干) 考 干
瀋 浜 瀋
詰 詰 哲

瀕 瀕 瀬

萄i12 拘 蒙
迄 治 迄

Ａ 富士水碑銘奸序

Ｂ 出於笹子嶺笛吹水

Ｃ 下秀湯掻

Ｄ 慾勤民［之息苦］lil

Ｅ 馬

Ｆ 錐
Ｇ 焉

Ｈ 百

Ｉ 迷之

Ｊ 息（忘）

Ｋ 恵

Ｌ 乞

Ｍ 可　（干）

Ｎ 瀬

○ 萄民其　　　注2

Ｐ 迄
Ｑ 書奸篆額

＊Ｏの中は左の字と異体字ﾌﾞ主1ム主2ともにモロモロノ人々

の意味に採れるが､撰者は何か

別の意図があって字を変えたと

思われる。

ＣＥ
�

―
冒

ＫＯ

Ｌ

Ｐ

Ｈ

Ｄ

Ｂ

ＭＱ

Ｉ

Ｅ

ＪＮ

９



１

ぶ

一

四
注
釈

①

懸
騰

（
ケ
ン
ト
ウ
）

水
が
勢
い
良
く
沸
き
立
つ
こ
と

懸

河

||

し

い

河
を
吊
り
下
げ
た
よ
う
に
流
れ
の
激

O
X
J

②
　
雷
呵
電
激

　
　
　
　
雷
が
怒
鳴
り
合
う
様
に
激
し
く
鳴
る
こ
と
。
稲
妻
が
烈
し
く
お
こ
る
こ
と
。

　
　
　
呵
日
咽
喉
を
か
ら
し
て
叫
ぶ
、
叱
る
。

③
　
萬
　
（
ウ
）　

中
国
古
代
、
夏

め
た
と
言
わ
れ
て

④
　
丹
　
（
タ
ン
）

/ ゛ へ

カ

い

る

）
の
開
祖
と
さ
れ
伝
説
上
の
聖
王
、
黄
河
の
洪
水
を
治

　
　
　
　
丹
朱
（
人
名
）
＝
古
代
中
国
の
伝
説
上
の
天
子
、
帝
甕
（
ギ
ョ
ウ
）
の
子
。

⑤
　
刳
木
（
コ
ボ
ク
・
ク
ボ
ク
）

　
　
　
　
刳
木
為
舟
［
木
（
キ
ヲ
）
刳
（
ホ
リ
テ
）
舟
（
フ
ネ
ト
）
為
（
ナ
ス
）
。

　
　
　
Ｕ
型
に
木
を
え
ぐ
り
と
る
。

⑥
　
舟
橋
（
セ
ヽ
ブ
ｙ
Ｊ
）

　
　
　
　
舟
と
摺
汀
舟
の
こ
と
。
　
揖
（
シ
ュ
ウ
）
か
じ
。

　
　
　
す
道
具
・
か
い
。

⑦
　
田
7
7
湯
　
（
ヒ
シ
ツ
）

L ＿ ＿ 」

水
を
か
い
て
舟
を
動
か

　
　
　
湿
り
気
を
与
え
る
。
日
水
し
ぶ
き
を
上
げ
る
。
　
　
界
Ｈ
ご
』
）
与
え
る
。

⑧
　
神
祖

　
　
　
　
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
）
、
将
軍
を
一
六
〇
三
～
一
六
〇
五
年

　
　
　
迄
勤
め
る
。

⑨
　
川
衡
　
（
セ
ン
コ
ウ
）

　
　
　
　
古
代
中
国
周
の
官
名
、
こ
こ
で
は
徳
川
家
康
が
了
以
に
河
川
の
管
理
・
改

　
　
　
修
・
水
利
行
政
権
を
与
え
た
、
と
考
え
ん
れ
る
。

⑩
　
焼
爛

　
　
　
焼
い
て
強
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
。

仙
　
檎
櫨
（
。
″
。
）

　
　
　
　
木
製
で
散
人
の
力
で
挺
（
テ
）
子
を
応
用
し
て
重
い
も
の
を
引
く
道
具
。
か

　
　
　
ぐ
ら
さ
ん
等
と
も
‘
Ｉ
う
。

⑩
　
潮
湯

　
　
　
遡
游
と
同
じ
で
、
押
し
流
さ
れ
る
ま
ま
に
下
る
こ
と
。

⑩
　
湖
沼

　
　
　
　
遡
泗
と
同
じ
で
、
水
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
上
る
こ

⑨
　
五
種
百
物

五
種
目
五
穀
即
ち
稲
・
麦
・
粟
・
奏
（
キ
ビ
）
・
稗
。
百
物
日
さ
ま
ざ
ま
な
物

質
を
言
う
。

⑩
　
甕
塞
（
ヨ
。
″
″
）

押
し
込
め
て
塞
ぐ
こ
と

⑩
　
七
口
田
玄
之
　
（
ハ
ル
ユ
キ
）
（
一
五
七
一
～
一
六
三
二
）
（
素
庵
）

　
了
以
の
嫡
男
、
幼
少
よ
り
相
国
寺
の
藤
原
惺
寓
（
セ
イ
カ
）
に
儒
学
を
学
び

書
道
を
本
阿
弥
光
悦
に
学
ぶ
。
林
恵
山
と
も
親
交
が
有
っ
た
。

　
伊
勢
物
語
・
源
氏
物
語
・
平
家
物
語
・
な
ど
自
力
で
出
版
し
た
。
し
か
も
父

の
後
を
継
い
で
土
木
工
事
を
行
い
ヽ
大
阪
冬
の
陣
で
も
食
料
・
兵
器
の
運
　
。

搬
に
功
を
立
て
、
海
外
貿
易
で
も
活
躍
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ン
。

吉
Ｓ
了
以
＝
天
文
二
二
～
慶
長
一
九
（
一
五
五
三
～
一
六
一
四
）

⑩
　
會
　
　
（
ア
ウ
・
カ
イ
・
エ
）

⑩
　
省

タ
マ
タ
マ
＝
ち
ょ
う
ど
そ
の
物
事
に
出
く
わ
し
た
の
意
味
を
し
め
す
。

　
　
（
セ
イ
ー
シ
ョ
ウ
・
か
え
る
）

　
人
の
安
否
を
ね
ん
ご
ろ
に
尋
ね
る
、
親
の
安
否
を
よ
く
確
か
め
て
み
る
。

参
今
日
帰
省

⑩
　
易
黄
　
　
（
エ
々
サ
ク
）

病
床
を
取
り
換
え
る
こ
と
か
ら
人
の
死
亡
を
意
味
す
る
。

⑩
　
緯
　
（
キ
・
い
み
な
）

人
の
死
後
、
そ
の
人
を
生
前
の
本
名
で
呼
ぶ
こ
と
を
避
け
ろ
。
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１

ぷ

⑩
系

血
筋
。

⑩
　
剃
髪
　
Ｔ
ア
イ
ハ
ツ
）

⑩

　
髪
の
毛
を
剃
っ
て
僧
に
な
る
こ
と
。

僧
良
策
彦
（
策
彦
周
良
）
（
ソ
ウ
リ
ョ
ウ
サ
ク
ゲ
ン
）
（
一
五
ｃ
一
～
一
五
七
九
）

　
当
時
の
高
僧
で
遭
明
使
と
し
て
活
躍
、
信
玄
と
も
親
交
が
あ
り
身
延
に
住
ん
で
い

　
た
‘
信
玄
の
姉
（
穴
山
陰
友
の
母
）
及
び
穴
山
信
友
と
も
親
交
が
有
っ
た
。

⑩
　
｡
i
!
述
　
（
ソ
ジ
ュ
ツ
）

遠
く
先
人
の
道
に
基
づ
い
て
述
べ
る
こ
と
。

⑩
　
里
魁
　
（
リ
カ
イ
）

後
漢
・
南
末
の
制
度
で
、
里
の
長
。

⑩
吏

役
人
の
通
称
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
位
の
低
い
役
人
。

⑩
瀋
詰
　
（
シ
ュ
ン
テ
ツ
）

　
　
　
瀋
＝
川
の
底
を
さ
ら
っ
て
深
く
す
る
、
浚
渫
。
詰
＝
哲
で
、
や
り
方
が
適
切
。

　
　
　
従
っ
て
「
瀋
詰
は
」
、
川
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
に
応
じ
て
最
適
な
施
工
を
さ
す
。

⑩
　
瀕
　
　
（
ヒ
ン
）

水
ぎ
わ
。

⑩
　
斎
　
（
ラ
イ
）

賜
る
。

⑩

神神
技
日
力
量
が
ず
ば
抜
け
て
優
れ
た
様
子
。

五
水
路
改
修
工
事
に
関
す
る
考
察

　
水
深
の
浅
い
所
の
浚
渫
工
事
は
、
小
誌
で
は
、
（
７
Ｐ
）
一
行
め
半
ば
か
ら

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
浅
い
水
中
に
岩
が
潜
ん
で
い
る
所
は
、
直
径

一
尺
、
長
さ
二
丈
の
柱
に
鉄
の
頭
を
装
着
し
、
浮
き
楼
に
吊
り
下
げ
て
健
輔
を

用
い
て
こ
の
柱
を
上
下
し
て
潜
っ
て
い
る
水
中
の
岩
を
破
砕
す
る
」
と
あ
り
。

　
一
方
、
京
都
の
嵐
山
大
悲
閣
千
光
寺
に
あ
る
「
河
道
主
事
嵯
峨
吉
田
了
以
翁

碑
銘
」
に
は
、
「
水
中
に
在
る
（
岩
）
は
す
な
わ
ち
浮
楼
を
構
え
て
、
鋭
い
鉄
の

頭
、
長
さ
三
尺
、
周
り
三
尺
、
柄
に
長
さ
二
丈
許
ス
カ
リ
）
に
ヽ
縄
を
つ
な
ぎ
敦

十
余
人
で
挽
〔
ヒ
〕
き
紅
（
ア
）
げ
径
〔
タ
ダ
モ
ニ
〕
之
を
投
下
し
て
石
悉
（
コ
ト
ゴ
ト

タ
）
破
散
す
」
と
あ
る
。

　
此
処
で
問
題
に
な
る
の
は
、
柱
（
浮
橋
に
吊
り
下
げ
九
分
銅
）
を
何
に
よ
っ
て
上
下

し
た
か
で
あ
る
、
柱
の
重
量
は
四
〇
〇
～
五
〇
〇
㎏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

健
輔
を
使
っ
た
場
合
は
巻
き
上
げ
る
こ
と
は
十
分
で
き
る
、
し
か
し
、
小
刻
み

に
上
下
し
て
岩
を
砕
く
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

　
千
光
寺
の
碑
の
よ
う
に
数
十
人
で
綱
を
引
け
ば
柱
は
簡
単
に
引
き
上
げ
ら
れ

し
か
も
、
小
さ
い
ス
ト
ロ
ー
ク
で
小
刻
み
に
柱
を
上
下
で
さ
る
、
岩
な
ど
を
破

砕
す
る
の
に
最
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
エ
法
は
昔
堤
防
工
事
な
ど
で
堤

体
の
転
圧
工
法
と
し
て
（
ヨ
：
イ
ト
ｙ
ケ
）
用
て
い
ら
れ
て
い
た
。

　
千
光
寺
の
碑
は
了
以
が
逝
去
し
て
十
七
回
忌
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
長
男

玄
之
も
健
在
で
あ
り
、
実
際
の
エ
法
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
考
え
る
。
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岩
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ベ
メ
　
サ
サ
キ
ソ
ウ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
チ
　
ワ
カ
　
　
　
ラ

い
Ｉ
ト
ウ
ョ
シ
ダ
　
　
　
ス
　
　
　

ー

　
　
　
一

系
　
は
李
多
の
帝
　
よ
ｉ
’
出
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」世
　
　
　
江
　
州
　
に
居
む
篇
　
　
佐
々
’
木
荘
　
司
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
後
　
に
別
１
１
　
れ
て
洛
　
東
　
吉
　
爾
　
に
居
む
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田
故
或
日
佐
佐
木
氏
或
日
吉
田
氏
京
師
四
隅
有
吉
倉
其
西
倉

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
ユ
エ
　
　
ア
ル
　
サ
サ
キ
シ
　
イ

　
ー故
　
に
或
い
は
佐
々
木
氏
と
日
い

　
　
　
　
　
　
　
　
一

ア
ル
　
　
ヨ
シ
ダ
シ
　
イ

威
　
い
は
吉
田
　
氏
四
と
日
う

一

一

ｗ
μ
禰
¶
に
む
釣
ラ
が
ｒ

一　
ソ
’
ニ
シ
　
ク
ラ

　
ー其
一
の
西
　
の
會
　
を

―
・
―
‐
―
‐
―
‐
‐
‐
Ｆ
に
に
ａ
μ
ａ
い
に
1
5
‐
―
‐
―
‐
―
‐
―
‐
‐
‐
―
‐
‐
‐
Ｌ
″
昭
ほ
に
ｐ
９
・
μ
一
に
に
ｇ
ａ
ｈ
μ
―
‐
‐
‐
―

日
限
倉
君
五
一
書
祖
徳
春
捗
居
其
地
故
又
日
隅
倉
氏
徳
春
子
宗
林
宗

　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ス
ミ
　
ク
ラ
　
イ
　
Ｗ
ミ
　
ゴ
セ
ず
　
ソ
ヨ
シ
ハ

隅
　
の
倉
　
と
言
う
　
　
　
　
の
五
世
　
の
祖
徳
　
春

　ル

侈ウ

　ツ

てリ

其ソ
の

地チ

に

居ス

み

一

一

一
‘
一
一
エ
に
’
一
″
タ
心
ミ
ノ
り
Ｊ
と
恥
う

一　
ヨ
シ
ハ
ル
ー
　
コ
ム
ネ
ヨ
シ
ム
ネ
ヨ
シ

　
１ ７
　

春
　
の
子
宗
　
林
　
束
　
林

林
子
宗
忠
咸
富
累
巨
萬
事
覇
主
足
利
氏
宗
忠
子
宗
桂
薙
髪
學
香

　
コ
ム
ネ
タ
ダ
ミ
ナ
ト
ミ
キ
ョ
マ
ン
　
カ
サ
ネ
ル

の
子
京
　
忠
　
威
　
富
　
巨
　
萬
　
を
累
　
　
る

一

一

一
　
　
　
ニ

　
ハ
シ
ュ
ア
シ
カ
ガ
ッ
カ

　
ー覇
主
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利
　
に
事
　
え
る

一
　
ム
ネ
タ
ダ
　
コ
ソ
・
ワ
ケ
イ
チ
ハ
ツ
　
　
　
イ
　
マ
ナ

　
ー宗
　
忠
　
の
子
東
’
桂
　
薙
髪
　
し
て
馨
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
皆
な
富
豪
（
嵯
峨
の
土
倉
・
金
融
業
）
で
あ
っ
た
　
　
　
　
－
ｔ
Ｊ
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府
に
仕
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て
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た
　
　
　
　
　
1
7
忠
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・
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は
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っ
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娶
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ョ
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Ｗ
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を
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量
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掃
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益
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み
　
　
　

一
中
　
村
　
氏
　
か
ら
嫁
　
を
遥
え

と
名
付
け
た
　
　
　
一
帰
国
し
て
医
業
は
増
々
繁
盛
し
た
　
　
　
一
中
村
家
か
ら
妻
を
娶
り

生
君
君
長
而
有
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志
唯
不
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事
織
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両
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ニ
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君
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｀
君
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し
て
主
　
君
に
仕
え
る
志
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．
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ｋ
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｀
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｀
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リ
ュ
ウ
ス
イ
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富
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］
７
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丁
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有
二
月
欲
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勒
君
功
績
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信
甲
駿
民
無
忘
其
恵
甲
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フ
ａ
ジ
ュ
ウ
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ウ
　
ガ
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冬
　
十
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Ｌ
ウ
ｒ
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二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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イ
シ
　
タ
　
シ
ン
コ
ウ
ス
ン
　
タ
ミ
ソ
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ん
だ
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を
立
て
儒
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駿
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の
恵

レ
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ワ
ス
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脊
忘

　
　
　
　
ナ
　
　
シ
メ
ン
ホ
ッ

る
る
こ
と
無
か
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欲
し
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鰍
海
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末
乞
余
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余
嘗
吏
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ヌ
シ
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ト
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コ
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里
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餅
　
會
乞
い
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ｒ
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潭
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碑
文
を
依
頼
に
き
た

刳
一
句
）
－
Ｊ
⑩
。
－
　
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
3
1
ｊ
。
－
－
‐
－
－
－
｀

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ワ
タ
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